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234 人、計 883 人の専任教員（助手を除く）を配置しており、教育課程及び教育内容・方

法等の教育上の諸条件を考慮して、十分な教育効果を上げられる人数による指導体制を

構築している。なお、平成 23 年度から平成 28 年度の間に専任教員数は 33 人増加し、教

育体制は年々充実してきている。これにより専任教員 1 人あたりの在籍学生数は 23.6 人

から 22.1 人に改善している。 

  さらに、福岡大学では教員の資質向上ならびに教育改善に係る取組を組織的に推進す

ることにより、教育の質的向上を図っている。教育現場等で発生する各種ハラスメント等

を未然に防止することを目的として実施するハラスメント防止啓発講演会や教育開発支

援機構が提供する様々な FD プログラムを年々充実させており、教員のニーズや学生の

状況に応じた研修によって教育の質を向上させる全学的な仕組みを整備している。また、

学部・学科単位においても専門分野の特殊性に応じて、学外で行われる各種研修会等への

参加や講師招聘に係る予算を設け、教員の資質向上ならびに教育改善を進める体制が整

っている。これらの取組を推進することにより、教員個人としてだけでなく教員組織全体

の質的向上を図っている。 

これらの教員組織による指導体制により、収容定員を変更した場合でも、これまでと同

等以上の教育の質を担保できると考えているが、今後も必要に応じて教員組織の一層の

整備と充実を図り、教育の質を維持できるよう対応していくこととする。 

  収容定員の変更を行う各学科の専任教員の配置状況は、以下のとおりである。 

 

(1)人文学部 

①文化学科 

文化学科において、今回の収容定員の変更に伴って教員組織の変更は行わない。文化学

科では、現在、教授 5 人、准教授 1 人、講師 2 人、計 8 人の専任教員を配置している。

収容定員を変更した場合の大学設置基準上必要となる専任教員数は変更前と同じく 6 人

であり、授業内容や授業方法などの教育上の諸条件を考慮して、教育効果を十分に上げる

ことができる人数による指導体制を構築しているといえる。また、専任教員の年齢構成

は、30 歳代 3 人、50 歳代 1 人、60 歳代 3 人、70 歳代 1 人であり、教育研究上の継続性

の観点からみてバランスよい構成となっている。 

なお、教員のニーズや学生の状況に応じた研修によって教育の質を向上させる全学的な

仕組みを整備し、全学及び学部・学科において組織的に FD を推進していることから、収

容定員を変更した場合でも、これまでと同等以上の教育の質を担保できると考えている。 

②歴史学科 

歴史学科において、今回の収容定員の変更に伴って教員組織の変更は行わない。歴史学

科では、現在、教授 8 人の専任教員を配置している。収容定員を変更した場合の大学設

置基準上必要となる専任教員数は変更前と同じく 6 人であり、授業内容や授業方法など

の教育上の諸条件を考慮して、教育効果を十分に上げることができる人数による指導体



  

40 1 50 2
60 4 70 1

 

FD
 

6 1 7

6

40 1 50 2 60 4
 

FD
 

6 2 1 9

6 1 7

30 1
40 4 50 2 60 1 70 1

 

FD
 

6 1 7
6

30
1 50 2 60 4



  

 

FD
 

3 3 6
5 1 6

30 1 40 1 50
1 60 3

 

FD
 

5 3 8
5 1

6

30 2 40 1 50
1 60 4

 

FD
 

6 1 1 8

6

30 3 50 2 60 3
 



  

FD
 

 

11 7 1 19
18 1

19

30 2 40 7
50 5 60 4 70 1

 

FD
 

 

12 9 3 24
19 1

20

30 5 40 7
50 4 60 7 70 1

 

FD
 

10 2 12
11 1

12



  

30 1 40 3 50
5 60 3

 

FD
 

 

8 6 14
13

30 2
40 4 50 3 60 5

 

FD
 

11 3 1 15
13

30 3 40 3 50 1 60 8
 

FD
 

9 2 1 12
11



  

30 1 40 1 50 2 60 8
 

FD
 

 

7 1 3 11

8

30 3 40 2 50 2 60 4
 

FD
 

6 2 8 16
8

30 2 40 5 50 3 60 6
 

FD
 

 

8 3 5 16
9



  

30 3 40 5 50 4 60 4
 

FD
 

6 4 5 15
9

20 1 30 5 40 3 50 4 60 2
 

FD
 

10 1 15 26
10

1 11

20 1 30
7 40 9 50 7 60 2

 

FD
 

8 2 1 13
24

9



  

20 1 30 8 40 6 50
8 60 1

 

FD
 

12 2 10 24

9

20 1 30 6 40 6 50 3 60
8  

FD
 

9 1 9 19
9

20 1 30 2 40 3 50 8 60 5
 

FD
 

 

9 10 4 8 31
12

1 13



  

30 4 40
5 50 16 60 6

 

FD
 

 

14 1 5 3 23

12 1 13

20 1
30 5 40 5 50 7 60 5

 

FD
 

 

 
23

9
3

2
3

 
28



  

1 2 8 10 A
62.3%

62.4%
14   

29 LAN

ICT Web

 
29 2

30 2

 

 

 



（学則の変更の趣旨等を記載した書類） 

 

資料目次 

 

 

資料 1  出身大学別社長数 

（㈱帝国データバンクが実施した調査「特別企画：九州・沖縄地区の社長分析」より抜粋） 
 

資料 2  日経 HRによる企業の人事担当者を対象に実施した新卒社員の出身大学のイメージ調査結果 

（『日本経済新聞』2014年 6月 16日朝刊「人事が選ぶ大学ランキング」より抜粋） 
 

資料 3  平成 27年度の本学の地域別求人就職状況 

（福岡大学にて作成） 
 

資料 4  福岡大学の入学志願者数の推移 

（福岡大学にて作成） 
 

資料 5  都道府県別の福岡大学への入学志願者数 

（福岡大学にて作成） 
 

資料 6  過去 10年間の求人件数と本学学生の就職率 

（福岡大学にて作成） 
 

資料 7  福岡大学の高大接続事業における一貫教育プログラム 

  （福岡大学にて作成） 
 

資料 8  若葉高校から福岡大学への推薦入学者の成績追跡調査 

（福岡大学にて作成） 
 

資料 9  大学ブランド力調査記事 

（『日本経済新聞』2016年 11月 30日朝刊「大学ブランド力調査」より抜粋） 
 

資料 10 九州各県の高等教育機関への進学率 

（学校基本調査を基に福岡大学にて作成） 
 

資料 11 「一体的改革」のスケジュール 

（福岡大学にて作成） 
 

資料 12 福岡大学の共通教育科目「総合教養科目」における多人数クラス数の推移 

（福岡大学にて作成） 
 

資料 13 福岡大学教育開発支援機構が実施している FDプログラムのリスト 

（福岡大学にて作成） 
 

資料 14 平成 28年度 建物別 教室稼働率 

（福岡大学にて作成） 



（資料１） 
 

１ 書類等の題名 

「学則の変更の趣旨等を記載した書類」73～74 ページ 

（資料１） 出身大学別社長数（㈱帝国データバンクが実施した調査「特別企画：九州・

沖縄地区の社長分析」より抜粋） 

 

２ 出典 

株式会社帝国データバンク 

 

３ 引用範囲 

「特別企画：九州・沖縄地区の社長分析」（2016 年 3 月 24 日記事）1 ページ・6 ページ 

http://www.tdb.co.jp/report/watching/press/pdf/s160303_80.pdf 

 



（資料２）

１ 書類等の題名 

「学則の変更の趣旨等を記載した書類」75 ページ 

（資料２） 日経 HR による企業の人事担当者を対象に実施した新卒社員の出身大学の

イメージ調査結果（『日本経済新聞』2014 年 6 月 16 日朝刊「人事が選ぶ

大学ランキング」より抜粋）

２ 出典 

株式会社日本経済新聞社

３ 引用範囲 

『日本経済新聞』2014 年(平成 26 年)6 月 16 日朝刊 17 ページ 

記事名「人事が選ぶ大学ランキング」
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平成27年度の本学の地域別求人就職状況

福岡県就職 九州就職

福岡県出身 48.0％ 3.9％

出身県就職 福岡県就職

佐賀県出身 27.5％ 30.3％

長崎県出身 24.2％ 31.1％

熊本県出身 30.3％ 25.7％

大分県出身 38.2％ 22.0％

宮崎県出身 35.4％ 29.1％

鹿児島県出身 32.7％ 26.9％

沖縄出身 56.5％ 8.7％

51.9％

57.8％

55.3％

56.0％

60.2％

64.5％

59.6％

65.2％

合計

（資料３）



平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

文化学科 1,061 1,007 1,032 957 957

歴史学科 869 967 957 894 975

日本語日本文学科 714 823 855 848 836

教育・臨床心理学科 1,633 1,692 1,364 1,195 1,463

英語学科 1,222 1,393 1,464 1,237 1,476

ドイツ語学科 364 472 457 372 410

フランス語学科 398 507 439 529 398

東アジア地域言語学科 627 568 558 507 514

6,888 7,429 7,126 6,539 7,029

法律学科 3,367 3,749 3,342 3,408 3,852

経営法学科 1,593 1,778 1,545 1,675 1,739

4,960 5,527 4,887 5,083 5,591

経済学科 4,468 4,934 4,824 4,454 5,169

産業経済学科 1,299 1,853 1,606 1,603 1,812

5,767 6,787 6,430 6,057 6,981

商学科 2,828 2,856 3,173 2,703 3,645

経営学科 2,339 2,080 2,297 2,174 2,505

貿易学科 1,214 1,588 1,780 1,627 1,998

6,381 6,524 7,250 6,504 8,148

商学科 493 547 517 566 673

493 547 517 566 673

応用数学科 881 1,187 1,193 1,103 1,128

物理科学科 518 682 627 638 512

化学科 1,027 1,227 1,269 1,130 1,077

地球圏科学科 606 737 859 752 613

3,032 3,833 3,948 3,623 3,330

機械工学科 1,273 1,514 1,768 1,558 1,417

電気工学科 1,334 1,173 1,308 1,274 1,130

電子情報工学科 2,177 2,311 2,176 2,153 2,083

化学システム工学科 955 1,220 1,339 991 1,014

社会デザイン工学科 800 1,404 1,417 1,239 1,283

建築学科 1,272 1,573 1,751 1,594 1,799

7,811 9,195 9,759 8,809 8,726

医学科 2,420 3,077 3,948 3,886 3,530

看護学科 1,306 1,311 1,264 1,470 1,588

3,726 4,388 5,212 5,356 5,118

薬学科 2,644 3,563 3,492 3,241 3,216

2,644 3,563 3,492 3,241 3,216

スポーツ科学科 942 1,266 1,079 1,191 1,352

健康運動科学科 356 540 492 420 528

1,298 1,806 1,571 1,611 1,880

43,000 49,599 50,192 47,389 50,692

平成24年度 ～ 平成28年度　入学志願者の推移（学部・学科別）

合計

学部・学科

人文学部

法学部

経済学部

商学部

商学部第二部

理学部

工学部

医学部

薬学部

スポーツ科学部

（資料４）
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平成１８ 平成１９ 平成２０ 平成２１ 平成２２ 平成２３ 平成２４ 平成２５ 平成２６ 平成２７

合計 / 就職率 92.3% 93.4% 91.6% 87.1% 86.8% 90.5% 92.3% 92.5% 94.2% 96.2%

合計 / 求人件数 5,960 6,182 6,136 4,559 4,466 5,156 5,369 5,857 6,197 6,606
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90.0%
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96.0%

98.0%

過去10年間の求人件数と本学学生の就職率

・平成20年9月にリーマンショックがあり、その後求人件数と就職率が減少

・平成27年度は求人件数と就職率ともに最高

リーマンショック

（資料６）



福岡大学附属若葉高等学校高大一貫 

教育に係る資料 

資 料 

■福岡大学附属若葉高等学校高大一貫教育計画概要

■附属若葉高等学校一貫教育委員会概要

■附属若葉高等学校高大一貫教育に係る「課題への取り組み」について

■附属若葉高等学校高大一貫教育に係る本学のサポートについて

（資料７）



福岡大学附属若葉高等学校 高大一貫教育計画概要 

1.一貫教育の趣旨・目的

福岡大学は九州女子高等学校を附属高校とするにあたり、理想的な高大一貫教育の実現

を目指す。福岡大学の高大一貫教育は、高等学校において本来あるべき高等学校教育の姿

に立ち返り、後期中等教育の目的と目標達成に向けて努力するものにほかならないが、特

に以下の諸点の取り組みを強化して高等学校教育を実施するものである。大学は緊密に連

携してこれを支える。 

(1) 本来の高等学校教育課程のなかで、大学進学を希望する生徒に対し、進学後の学士課

程教育に必要とされる基礎的学力や人間力を養成する。福岡大学の「全人教育」の理

想に貫かれた教育を高等学校段階から実践して、大学との緊密な連携を図り、大学教

育への円滑な導入と早期の適応を可能にする。 

(2) 高等学校卒業後のキャリア形成の可能性を広げるために、高等学校において幅広く多

くの教科を学ぶことができるように、本来あるべき理想的なカリキュラムを構築し実

施する。 

(3) 大学入試に特化した教育指導や偏差値中心の進学指導等を廃し、生徒一人ひとりが自

分自身のキャリア・プランを考えながら、実りある高校生活を送ることができるよう

にする。そのため、キャリア・パスの一つとしての大学の教育課程と大学卒業後の進

路までも視野に入れた教育指導を、大学との連携協力によって実施する。 

(4) 高等学校の三年間の課程を通して、大学が求める基礎学力を身に付け、大学生活に十

分適応できる人間力を備えていることが福岡大学への進学要件となる。そのため、高

校と大学は連携して生徒の学習と生活に関する年度毎の達成目標を設定し、修学およ

び生活の記録をもとにその達成度を審査し、大学が求める水準に達した生徒を福岡大

学が受け入れる。 

(5) 福岡大学の「全人教育」の理念に則り、知識だけではなく、多くの人々と共生・協働

するためのコミュニケーション能力や社会性をはじめ、社会の一員として行動できる

能力を養成する。高校生活においてスポーツ、文化、生徒会等の課外活動や校外での

各種ボランティア活動などはそのために重要な役割を果たしている。したがって、こ

れらの多彩な活動への積極的参加と、受験によって途絶することなく卒業まで続ける

ことを推奨する。 

 この高大一貫の高等学校教育課程において、福岡大学の学生となるに相応しい能力を身

に付けて進学してきた学生は、まさに福岡大学の学生の中核となる存在であり、福岡大学

は責任をもってこれを育成し、社会に送り出す。 



一貫教育指導概要 

① 本校の生徒に対して、一貫教育プログラムを提供することにより、大学での高等教

育を受けるにふさわしい人材の育成をはかる。

② 日常のあらゆる教育活動を通じてコミュニケーション能力を育成する。

③ 修学ポートフォリオを活用し、一人ひとりの高等学校での学習と生活の目標設定と

達成度評価により、人間的成長を図る。

④ 正課の学習にとどまることなく、高校生活のもう一つの核として部活動・生徒会活

動・ボランティア活動等への積極的参加を促す。

⑤ 福大コースにおいては、福岡大学への進学を前提とした、理想的な高等学校教育を

実現する幅広い教育を行うとともに、大学進学後の教育を考慮しクラス編成を行う。 

一貫教育の体制及び協議組織 

① 大学に「附属若葉高等学校一貫教育委員会」（以下、「一貫教育委員会」）を置く。

議長は教学担当副学長があたる。

② 一貫教育委員会の構成員は、大学から担当副学長及び副学長が選任した委員、高校

から校長及び校長が選任した委員(教頭・教務部長・進路指導部長・学年主任3名)

とする。

③ 一貫教育委員会は、福岡大学と附属若葉高校とによる一貫教育に関する事項を審議

する。

④ 高校における一貫教育の実施に関する事項は、高校が設置する各委員会及び校務運

営委員会の議を経て、一貫教育委員会に提出する。

⑤ 高校が設置する各委員会及び校務運営委員会は、必要に応じて高校の教職員による

ワーキング・グループ等を設置し、必要な事項を検討する。

⑥ 前項の会議体は、必要に応じて大学の関係者と意見交換等を行う。

⑦ 大学に担当事務組織を設置し、福岡大学と附属若葉高校との一貫教育に関する事項

及び一貫教育委員会に関する事項を処理する。

一貫教育プログラム 

(1) 高校は年度毎に「一貫教育プログラム」を作成し、一貫教育委員会の議を経て、大

学の承認のもと、一貫教育プログラムを実施する。 

(2) 「一貫教育プログラム」には、次の内容を盛り込むこととする。 

①一貫教育ガイダンスの受講 （１年生全員－コース単位） 

②修学ポートフォリオの作成 （全員） 



③福岡大学進路講話の受講 （１年生全員） 

④進路学習（学部学科説明）の受講 （全員）

⑤模擬講義の受講 （プログラム参加者全員） 

⑥「課題研究」への取組み （福大コース全員、他コースは独自のプログラム）

⑦「福岡大学で学ぶ」・公開講座の受講 （任意） 

⑧オープンキャンパスへの参加 （プログラム参加者全員） 

⑨その他の大学開催行事への参加 （任意） 

⑩「志望理由書」の作成 （福大コース全員） 

⑪「課題研究」校内発表 （福大コース全員） 

⑫グループディスカッションプログラム （福大コース全員） 

⑬その他一貫教育委員会で定めるもの

(3) 各プログラムの実施にあたっては、大学が相応の支援と協力を行う。 

(4) 「課題研究」については、各学部から「高校生が取り組むにふさわしい研究テーマ」

を示すこととし、高大が協力して支援・指導する。 

(5) 一貫教育委員会において、年度毎に「一貫教育プログラム」とその実施状況を確認・

評価する。 

課外活動等 

(1) 一貫教育の趣旨に鑑み、正課の学習のみにとどまることなく、高校生活のもう一つ

の核として部活動・生徒会活動・ボランティア活動等への積極的参加を促す。 

(2) これらの活動記録は、修学ポートフォリオに反映させる。 

入学前教育 

(1) 福岡大学に進学する 3年次の生徒に対しては、12月以降卒業時まで、大学が必要と

する入学前教育を高校において実施する。 

(2) 各学部学科の進学予定者に対する必要な入学前教育を実施する。 

到達度審査と附属校推薦制度 

（1） 到達度の認定及び附属推薦入学候補者の選考は、修学ポートフォリオ及び高校側

の提出する資料等に基づき、一貫教育委員会で行う。 

（2） 一貫教育の趣旨を尊重し、各学部学科との協議により学習到達度の基準を設ける。 

（3） 到達度審査基準については、一貫教育委員会において検討する。 

（4） 入学後の学生評価についても併せて検討する。 



附属若葉高等学校一貫教育委員会概要 

【目的】 

 附属若葉高等学校と高大一貫教育全般に関する事項を審議し、一貫教育の円滑な遂行と

健全な発展を促進することを目的とするため「附属若葉高等学校一貫教育委員会」を設置

している。 

【構成員】（26 人） 

(1) 副学長 

(2) 教務部長 

(3) 学生部長 

(4) 入学センター長 

(5) 若葉高校校長 

(6) 若葉高校教頭 

(7) 若葉高校教務主事 

(8) 若葉高校生徒主事 

(9) 若葉高校進路指導主任 

(10) 若葉高校学年主任 各1人 

(11) 若葉高校コース長 各1人 

(12) 各学部の専任教育職員のうちから学部長が指名した者 各1人 

(13) 副学長が指名した者 若干人 

【審議事項】 

(1) 一貫教育プログラムに関する事項 

(2) 若葉高校のコース編成及び募集定員に関する事項 

(3) 附属校推薦入学候補者の選考に関する事項 

(4) 本学に進学する若葉高校生徒の入学前教育に関する事項 

(5) 本学に進学した学生の評価に関する事項 

(6) その他一貫教育に関する重要事項 



附属若葉高等学校高大一貫教育に係る「課題への取り組み」について 

大学と高校が協議の上設定した「課題」に取り組み、生きる力としての問題解決能力や

大学教育を受けるために必要なディスカッション能力、文章作成能力などを総合的に養成

する。同時に、自分自身の将来を考え、キャリア形成の視点から大学の学部･学科選びにも

繋げる。なお、この課題への取り組みも附属校推薦入学候補者選考における到達度審査の

資料となる。 

〔概 要〕 

大学と高校が協議の上設定した多くの課題の中から各自の取り組み「課題」を１つ選択

する。 

１年次は、課題研究とし、類似のテーマを選択した生徒で小グループを作り、手順や目

標を話し合いながら総合学習の時間や放課後を利用して取り組む。グループワークにより

チームワークとコミュニケーション能力の養成と研究手法を学ぶことに重点を置く。 

2 年次の取り組み｢課題」は、個人を主体とし、考察や文章作成能力の向上を図って大学

での「学び」に繋げる。担任の指導や助言を受け、中間報告を交えながら進める。さらに

その成果を下級生に対して発表する。本取り組みにおいては、必要に応じて大学の教員に

よる指導・助言のほか、大学の施設等も利用できる。 



附属若葉高等学校高大一貫教育に係る本学のサポートについて 

○進路講話

  5月に本学から教育職員が附属若葉高等学校に出向き、１年生全員を対象として、有意

義な高校生活を過ごすための講話を実施している。 

○出張講義

   7 月と 12 月に分かれて本学全学部から附属若葉高等学校に出向き、１年生全員を対象に教

育職員がテーマを決めて、学部紹介と併せて講義を実施している。 

○模擬講義

   11 月に附属若葉高等学校における 2 年生全員を対象として、本学において学部紹介と併せ

て模擬講義を実施している。 

○ワークショップ

   8月に附属若葉高等学校の福大コースの 1年生を対象に、本学から課されているグループで

のレポート制作を支援するプログラムとして実施している。 

以  上 



（資料８）



（資料９）

１ 書類等の題名 

「学則の変更の趣旨等を記載した書類」95 ページ 

（資料９） 大学ブランド力調査記事（『日本経済新聞』2016 年 11 月 30 日朝刊「大学

ブランド力調査」より抜粋）

２ 出典 

株式会社日本経済新聞社

３ 引用範囲 

『日本経済新聞』2016 年(平成 28 年)11 月 30 日朝刊 九州経済面 39 ページ 

記事名「大学ブランド調査」
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「一体的改革」スケジュール

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

福岡大学が育成を目
指す人材像とそれに
向けたカリキュラム
及び入学者選抜に関
する一貫した基準の
設定

3つのポリシーの策定

○各種調査
〇ポリシー策定に関
するガイドラインの
作成
○今後の工程の策定

○デプロマポリシー
の仮策定
○現行カリキュラム
の構成を文書化
○アドミッションポ
リシーの検討

H27自己点検・評価に
おける全学的に対応す
べき事項No4
H28事業計画⑥全学的
な教学マネジメントの
確立

着実な力を身につ
けることを可能に
するカリキュラム
の確立

カリキュラムポリシー
に基づいたカリキュラ
ムの検討・再構築

〇カリキュラムツ
リーの作成　（科目
内容の繋がり，順次
性のみを表す）

H27自己点検・評価に
おける全学的に対応す
べき事項No5
H28事業計画②教育課
程の体系化の推進

福大生として共通
に持つべき基礎的
能力を鍛える基盤
科目の整備

共通教育の充実

H28事業計画③時代や
社会のニーズに応える
知識と人間性を備えた
人材の育成・輩出

教育活動の成果の
検証

学修成果の把握・測定
H27自己点検・評価に
おける全学的に対応す
べき事項No7

授業アンケートの再設
計と活用

○他大学における事
例調査

○新調査の設計（予
備）

○予備調査の実施・
分析

○予備調査の実施・
分析
○本調査の設計

H27自己点検・評価に
おける全学的に対応す
べき事項No6
（大学基準協会認証評
価における努力課題）

○AL型授業推奨制度
の設計

○AL型授業推奨制度
の試行

学生の教育力の活用

修学指導，初年次教育

多様な学習に対応する
成績評価の検討・実践

高校との教育連携 高大接続改革への対応

H28事業計画⑦基礎学
力や人間力を備えた学
生の受け入れ⑧能力・
意欲・適性等を多面
的・総合的に評価する
入学者選抜

〇教育連携制度構築 〇教育連携制度実施

○初年次導入教育の実態調査
○GPAによる修学状況の検証

○初年次導入科目の充実
○修学指導の充実

○多様な評価に関する規程改正 ○制度改正後の実態把握

○アドミッションポリシーの検討
○高大接続のあり方検討
○一貫教育内容の再検討

○教育連携を行う高校との調整
〇教育連携制度設計

主体的な学びの構
築，学生の実態を
踏まえた着実な授
業改善

○本調査の実施，調査結果の活用開始

アクティブラーニング
(AL)型授業の支援

○アクティブラーニングに関する情報収集と発信

H28事業計画①主体的
に学び、行動する人材
の育成

○AL型授業推奨制度実施　　〇制度の検証 ○AL型授業推奨制度実施　　〇制度の検証

○SA，ピアサポート等の制度検討
○学生コミュニティの育成

○SA，ピアサポート等の制度実施
○学生コミュニティの育成

○共通教育のマネジメント体制の整備・強化
案の策定
○共通教育の枠組みの検討

○「福大生らしさ」を反映させた共通教育の再設計
（学修基盤科目／教養ゼミ／その他）

○新共通教育の実施

○学修成果の評価指標に関する他大学等調査
○学修成果の評価指標の設定（「福大生らしさ」の反映）
○コア科目の設定（共通教育／学部専門）

○学修成果の測定

H27自己点検・評価、
H28事業計画との関連

○3つのポリシーの再策定・修正（「福大生
らしさ」の定義）
○3つのポリシーの整合性の検証

○３つのポリシーの検証

○各種調査
○カリキュラムマップ作成のためのガイドラ
イン（フォーマット）の検討・作成
○カリキュラムスリム化の数値目標設定

○カリキュラムポリシーに基づくカリキュラ
ムマップの作成

○カリキュラムのスリム化・科目の精選

19年度（H31)取組の
目的

取組内容
（具体的施策）

16年度（H28) 17年度（H29） 18年度（H30)
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福岡大学の「総合教養科目」において登録者数が350人を超過したクラスの実績（H26～H28）

平成26年度…22クラス 平成27年度…16クラス 平成28年度…11クラス

（クラス規模の上限目標：400人） （クラス規模の上限目標：350人） （クラス規模の上限目標：350人）

科目名 期別 曜日 時限 科目名 期別 曜日 時限 科目名 期別 曜日 時限

1 心理学Ａ 前期 金 ３時限 1 政治学概論Ａ 前期 木 ３時限 1 心理学Ａ 前期 木 ３時限

2 政治学Ａ 前期 金 ４時限 2 心理学Ａ 前期 水 １時限 2 自然科学入門 前期 水 ２時限

3 哲学Ａ 前期 金 ３時限 3 心理学Ｂ 後期 水 １時限 3 日本史Ａ 前期 月 ３時限

4 心理学Ａ 前期 水 ３時限 4 法学Ａ 前期 月 ２時限 4 文化人類学Ａ 前期 火 ３時限

5 日本国憲法 前期 木 ４時限 5 教育論Ａ 前期 火 ４時限 5 宗教学Ｂ 後期 金 ３時限

6 経済学Ａ 前期 金 ２時限 6 文化人類学Ａ 前期 金 １時限 6 哲学Ａ 前期 月 ２時限

7 ミクロの生物科学 前期 月 ２時限 7 日本史Ａ 前期 月 ３時限 7 倫理学Ａ 前期 火 ４時限

8 マクロの生物科学 後期 月 ２時限 8 哲学Ａ 前期 水 ２時限 8 心理学Ｂ 後期 木 ３時限

9 心理学Ａ 前期 木 ２時限 9 芸術Ａ 前期 月 ２時限 9 地理学Ａ 前期 水 ３時限

10 心理学Ｂ 後期 金 ３時限 10 地球圏科学入門 前期 火 ２時限 10 自然科学入門 前期 水 ４時限

11 中国文学Ａ 前期 月 ５時限 11 自然科学入門 前期 木 ３時限 11 ミクロの生物科学 前期 金 ５時限

12 ミクロの生物科学 前期 火 １時限 12 政治学概論Ｂ 後期 木 ３時限

13 中国文学Ｂ 後期 月 ５時限 13 心理学Ｂ 後期 火 ３時限

14 政治学Ａ 前期 金 ３時限 14 心理学Ａ 前期 金 ３時限

15 マクロの生物科学 後期 火 １時限 15 ミクロの生物科学 前期 火 １時限

16 経済学Ａ 前期 火 ５時限 16 マクロの生物科学 後期 火 １時限

17 心理学Ｂ 後期 木 ２時限

18 政治学Ｂ 後期 金 ３時限

19 商学Ａ 前期 月 ２時限

戦争と平和（13台以前）
国際化と日本（14台）

21 宗教学Ａ 前期 火 ２時限

22 西洋文学Ｂ 後期 木 ３時限

注1：「※」印の科目はカリキュラム改正に伴う合併授業

注2：各年度とも登録者数は新入生の履修登録終了後（４月上旬）の数値

注3：平成26年10月の教務委員会において、クラス規模の上限目標が400人から350人へと引き下げられた。

※20 後期 木 ４時限
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福岡大学教育開発支援委機構が平成 27年度中に実施した FDプログラム一覧 

（1）平成 27年度 新任教育職員研修会 

新任の教育職員を対象に、本学の特色と仕組みに対する理解を深め、大学教育に関する基本的

な知識や技術を更新し、それらを自身の授業実践に応用できるようになるための機会を提供する

ことを目的に実施した。 

平成 27 年度の新任教育職員研修会は、平成 26 年度に引き続き、年 3 回実施した。 

〔各プログラム〕 

第１回（平成 27 年 4 月 3 日） 

 テーマ：福岡大学に関する理解を深める（役職者らによる講話と学内見学） 

第 2 回（平成 27 年 8 月 24 日、9 月 3 日）  

テーマ：コースデザインを考える（前期授業の振り返りと授業全体の設計の検討） 

第 3 回（平成 28 年 3 月 3 日、3 月 9 日）  

テーマ：成績評価の方法を考える（授業の目的に応じた成績評価の手法） 

(2) E-ラボ（Education-Labo ） 

  中教審の答申など文部科学省の方向性について情報収集し、大学を取り巻く外的環境を学内に

情報提供するため、また併せて、教育改善に関する様々な方策について、情報共有を行い、実施

の可能性についての検討を行うため、「E-ラボ（Education-Labo）」を開催した。内容ならびに参

加者数は以下のとおりである。 

・第 1回 平成 27年 6月 22日(月)   参加者数：29 名 

テーマ：『学生の学修成果の長期的・継続的把握に向けて－教職課程教育センターの取り組み－』 

  講 師：佐藤 仁 准教授（人文学部 教育・臨床心理学科／教職課程教育センター長補佐） 

・第 2回 平成 27年 7月 10日(金)   参加者数：38 名 

テーマ：『一貫した成績評価基準の組織的活用－工学部におけるルーブリックの活用－』 

講 師：古賀 一八 教授（工学部 建築学科／工学部教育点検・改善委員会委員長） 

・第 3回 平成 27年 10月 14日(水)   参加者数：33 名 

テーマ：『Moodleを活用した授業運営－実践報告を通じて可能性や課題を検討する－』 

講 師：伊藤 亜希子 講師（人文学部 教育・臨床心理学科） 

  寺田 貢 教授（理学部 物理科学科／教育開発支援機構委員） 

・第 4回 平成 27年 11月 30日(月)   参加者数：23 名 

テーマ：『学修者も教員も元気がでる教材開発』 

  講 師：守山 正樹 教授（医学部 医学科／教育開発支援機構委員） 

・第 5回 平成 28年 2月 23日(火)   参加者数：27 名 

テーマ：『「大規模授業の運営に関する Tips とは？」～大規模授業の課題を探ろう～』 

  講 師：橋場 論 講師（教育開発支援機構） 

（資料１３）



・第 6回 平成 28年 3月 22日(火)   参加者数：21 名 

テーマ：『「大規模授業の運営に関する Tips とは？」～大規模授業の運営の Tipsを集めよう～』 

講 師：橋場 論 講師（教育開発支援機構） 

（3）第 9回教育改善活動フォーラム（平成 27年 10月 10日開催） 

  当フォーラムは本学における組織的かつ継続的な教育内容、教育方法等の改善を図る活動の一

環として行なっている。近年、新たな高等教育機関の設置が検討されるなど、大学を含めた高等

教育機関を取り巻く社会的、政策的環境が大きな変化を迎える兆しが見られる。 

第 9 回教育改善活動フォーラムでは、「大学改革の現在 ―福岡大学の選択と展望―」をテーマ

として、まず、近年の改革に至るまでの大学政策の変遷や、競争的資金による政策誘導を通じた

大学の機能別分化の進行状況などを概観し、次に、様々な大学が自らの大学の役割や機能をどの

ように定め、進もうとしているのかを確認したうえで、最後に、これからの本学の位置付けと展

望について議論を行った。 

◆ 日 時 平成 27 年 10 月 10 日（土） 13 時 00 分から 16 時 00 分 

◆ 場 所 222 教室（2 号館 2 階） 

◆ テーマ 「大学改革の現在 ―福岡大学の選択と展望―」 

◆ 主 催 教育開発支援機構 

◆ プログラム  

１．開会挨拶、趣旨説明 

２．話題提供１  

テーマ ： 「機能別分化に関する政策動向」 

 報告者 ： 橋場 論 講師 （教育開発支援機構） 

３．話題提供２ 

テーマ ： 「他大学における機能別分化とその戦略」 

報告者 ： 鶴田 直之 教授 （教育開発支援機構 教育 FD 支援室長） 

須長 一幸 准教授（教育開発支援機構） 

安武 隆明 課員 （教育開発支援機構事務課） 

大浦 淑子 課員 （教育開発支援機構事務課） 

４．話題提供３ 

テーマ ： 「高等教育機関の再編に関する審議会での検討状況と政策動向」 

 報告者 ： 岡田 元子 室員 （東京事務所事務室） 

５．総合討議 

６．閉会挨拶 



平成28年度　建物別 教室稼働率
（1・2・8・10号館、A棟）　【前期】

１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限

121 449 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 1 1 1 5 1 1 2 16 64.0%

122 449 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 3 18 72.0%

123 640 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 4 15 60.0%

131 252 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 2 1 1 12 48.0%

132 270 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 2 12 48.0%

133 640 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 2 13 52.0%

計 4 3 4 4 2 17 5 5 3 4 3 20 4 5 5 3 2 19 2 3 5 3 3 16 2 5 4 2 1 14 86

66.7% 50.0% 66.7% 66.7% 33.3% 56.7% 83.3% 83.3% 50.0% 66.7% 50.0% 66.7% 66.7% 83.3% 83.3% 50.0% 33.3% 63.3% 33.3% 50.0% 83.3% 50.0% 50.0% 53.3% 33.3% 83.3% 66.7% 33.3% 16.7% 46.7% 57.3%

2B1 300 1 1 1 3 1 1 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 14 56.0%

221 251 1 1 2 1 1 1 3 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 4 13 52.0%

222 144 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 2 8 32.0%

231 256 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 4 11 44.0%

232 160 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 2 14 56.0%

計 3 4 2 2 1 12 2 2 0 3 2 9 0 3 4 2 2 11 4 4 0 2 2 12 2 3 4 3 4 16 60

60.0% 80.0% 40.0% 40.0% 20.0% 48.0% 40.0% 40.0% 0.0% 60.0% 40.0% 36.0% 0.0% 60.0% 80.0% 40.0% 40.0% 44.0% 80.0% 80.0% 0.0% 40.0% 40.0% 48.0% 40.0% 60.0% 80.0% 60.0% 80.0% 64.0% 48.0%

811 176 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 3 21 84.0%

812 108 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 20 80.0%

813 108 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 23 92.0%

814 108 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 24 96.0%

815 150 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 22 88.0%

816 150 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 4 14 56.0%

821 165 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 21 84.0%

822 165 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 11 44.0%

823 732 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 16 64.0%

824 164 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 2 1 1 2 13 52.0%

825 164 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 4 15 60.0%

826 500 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 16 64.0%

832 220 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 1 3 17 68.0%

833 164 1 1 2 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 3 14 56.0%

834 164 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 2 15 60.0%

835 500 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 14 56.0%

841 220 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 3 16 64.0%

842 105 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 13 52.0%

843 105 0 1 1 1 1 1 5 1 1 2 1 1 2 1 1 1 3 12 48.0%

844 160 1 1 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 20 80.0%

845 160 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 0 13 52.0%

計 7 7 15 13 12 54 16 17 20 15 19 87 14 21 19 14 11 79 12 14 15 16 12 69 11 16 11 13 10 61 350

33.3% 33.3% 71.4% 61.9% 57.1% 51.4% 76.2% 81.0% 95.2% 71.4% 90.5% 82.9% 66.7% 100.0% 90.5% 66.7% 52.4% 75.2% 57.1% 66.7% 71.4% 76.2% 57.1% 65.7% 52.4% 76.2% 52.4% 61.9% 47.6% 58.1% 66.7%

金曜日
計

火曜日
総計

教室
稼働率

1
号
館

2
号
館

8
号
館

火曜日
計

水曜日 水曜日
計

木曜日 木曜日
計

金曜日号
館

教室
番号

収容
人員

月曜日 月曜日
計
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平成28年度　建物別 教室稼働率
（1・2・8・10号館、A棟）　【前期】

１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限

金曜日
計

火曜日
総計

教室
稼働率

火曜日
計

水曜日 水曜日
計

木曜日 木曜日
計

金曜日号
館

教室
番号

収容
人員

月曜日 月曜日
計

1011 320 1 1 2 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 21 84.0%

1012 81 0 0 0 0 0 0 0.0%

1013 81 0 0 0 0 0 0 0.0%

1014 88 0 0 0 0 0 0 0.0%

1015 40 1 1 1 1 0 1 1 1 1 4 16.0%

1021 320 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 2 16 64.0%

1022 88 0 0 0 0 0 0 0.0%

1023 118 0 0 0 0 0 0 0.0%

1024 40 0 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 2 11 44.0%

1025 40 1 1 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 3 1 1 10 40.0%

1031 320 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 2 16 64.0%

1032 99 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 3 17 68.0%

1033 128 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 4 14 56.0%

1034 128 1 1 1 1 1 3 1 1 1 3 0 0 7 28.0%

計 3 5 3 3 1 15 3 5 7 8 6 29 7 7 7 6 2 29 5 4 8 4 3 24 5 2 5 3 4 19 116

21.4% 35.7% 21.4% 21.4% 7.1% 21.4% 21.4% 35.7% 50.0% 57.1% 42.9% 41.4% 50.0% 50.0% 50.0% 42.9% 14.3% 41.4% 35.7% 28.6% 57.1% 28.6% 21.4% 34.3% 35.7% 14.3% 35.7% 21.4% 28.6% 27.1% 33.1%

AB01 448 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 16 64.0%

AB02 283 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 2 1 1 2 15 60.0%

A101 200 1 1 2 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 20 80.0%

A201 448 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 21 84.0%

A202 200 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 14 56.0%

A203 283 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 19 76.0%

A401 448 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 17 68.0%

A402 270 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 18 72.0%

A403 283 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 2 13 52.0%

A601 72 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 21 84.0%

A602 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 21 84.0%

A603 72 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 23 92.0%

A604 28 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 3 0 9 36.0%

A605 56 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 22 88.0%

A606 56 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 3 19 76.0%

A607 56 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 23 92.0%

A608 48 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 20 80.0%

A609 72 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 2 19 76.0%

A610 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 22 88.0%

A611 56 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 23 92.0%

1
0
号
館

A
棟



平成28年度　建物別 教室稼働率
（1・2・8・10号館、A棟）　【前期】

１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限

金曜日
計

火曜日
総計

教室
稼働率

火曜日
計

水曜日 水曜日
計

木曜日 木曜日
計

金曜日号
館

教室
番号

収容
人員

月曜日 月曜日
計

A612 56 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 24 96.0%

A613 56 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 21 84.0%

A614 28 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 2 8 32.0%

A615 72 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 19 76.0%

A616 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 4 19 76.0%

A617 72 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 19 76.0%

A701 72 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 20 80.0%

A702 72 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 21 84.0%

A703 72 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 22 88.0%

A704 28 0 1 1 0 1 1 1 1 4 1 1 1 3 8 32.0%

A705 56 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 21 84.0%

A706 56 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 21 84.0%

A707 56 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 19 76.0%

A708 48 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 21 84.0%

A710 72 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 21 84.0%

A711 56 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 20 80.0%

A712 56 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 20 80.0%

A713 56 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 22 88.0%

A714 28 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 3 9 36.0%

A715 72 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 19 76.0%

A716 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 22 88.0%

A717 72 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 19 76.0%

A803 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 19 76.0%

A804 28 0 1 1 1 3 1 1 0 0 4 16.0%

A807 48 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 2 10 40.0%

A808 48 0 0 0 1 1 0 1 4.0%

A811 56 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 3 0 7 28.0%

A813 72 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 19 76.0%

A814 60 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 2 1 1 1 1 1 5 1 1 2 18 72.0%

計 30 35 36 36 27 164 38 38 44 44 39 203 37 42 39 31 6 155 34 40 41 41 18 174 40 36 39 35 22 172 868

61.2% 71.4% 73.5% 73.5% 55.1% 66.9% 77.6% 77.6% 89.8% 89.8% 79.6% 82.9% 75.5% 85.7% 79.6% 63.3% 12.2% 63.3% 69.4% 81.6% 83.7% 83.7% 36.7% 71.0% 81.6% 73.5% 79.6% 71.4% 44.9% 70.2% 70.9%

47 54 60 58 43 262 64 67 74 74 69 348 62 78 74 56 23 293 57 65 69 66 38 295 60 62 63 56 41 282 1,480

49.5% 56.8% 63.2% 61.1% 45.3% 55.2% 67.4% 70.5% 77.9% 77.9% 72.6% 73.3% 65.3% 82.1% 77.9% 58.9% 24.2% 61.7% 60.0% 68.4% 72.6% 69.5% 40.0% 62.1% 63.2% 65.3% 66.3% 58.9% 43.2% 59.4% 62.3%

※　　　　　　　　・・・各号館の教室使用可能数（「教室数 × 5時限（1時限～5時限） × 5日（月曜日～金曜日）」）に対する平成28年度教室使用数（実績）により、「教室稼働率」を算出。

総計
(1・2・8・10号館、A棟)

A
棟



平成28年度　建物別 教室稼働率
（1・2・8・10号館、A棟） 【後期】

１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限

121 449 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 16 64.0%

122 449 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 2 15 60.0%

123 640 1 1 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 1 1 4 11 44.0%

131 252 1 1 1 3 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 11 44.0%

132 270 1 1 1 1 1 1 1 5 1 1 2 1 1 1 1 10 40.0%

133 640 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 2 16 64.0%

計 3 5 3 3 0 14 5 6 5 2 1 19 4 5 4 2 4 19 3 3 5 3 1 15 4 2 4 1 1 12 79

50.0% 83.3% 50.0% 50.0% 0.0% 46.7% 83.3% 100.0% 83.3% 33.3% 16.7% 63.3% 66.7% 83.3% 66.7% 33.3% 66.7% 63.3% 50.0% 50.0% 83.3% 50.0% 16.7% 50.0% 66.7% 33.3% 66.7% 16.7% 16.7% 40.0% 52.7%

2B1 300 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 1 3 1 1 1 3 13 52.0%

221 251 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 3 1 1 2 10 40.0%

222 144 1 1 2 1 1 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 2 11 44.0%

231 256 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 2 1 1 2 9 36.0%

232 160 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 10 40.0%

計 2 4 2 2 2 12 1 2 2 3 2 10 0 0 3 2 2 7 5 3 0 2 3 13 1 3 3 1 3 11 53

40.0% 80.0% 40.0% 40.0% 40.0% 48.0% 20.0% 40.0% 40.0% 60.0% 40.0% 40.0% 0.0% 0.0% 60.0% 40.0% 40.0% 28.0% 100.0% 60.0% 0.0% 40.0% 60.0% 52.0% 20.0% 60.0% 60.0% 20.0% 60.0% 44.0% 42.4%

811 176 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 21 84.0%

812 108 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 20 80.0%

813 108 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 20 80.0%

814 108 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 22 88.0%

815 150 1 1 2 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 19 76.0%

816 150 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 4 19 76.0%

821 165 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 15 60.0%

822 165 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 2 1 1 1 1 1 5 18 72.0%

823 732 0 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 5 0 9 36.0%

824 164 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 15 60.0%

825 164 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 3 16 64.0%

826 500 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 21 84.0%

832 220 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 3 16 64.0%

833 164 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 15 60.0%

834 164 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 14 56.0%

835 500 1 1 2 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 3 18 72.0%

841 220 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 3 14 56.0%

842 105 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 2 12 48.0%

843 105 0 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 2 13 52.0%

844 160 0 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 13 52.0%

845 160 0 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 9 36.0%

計 5 10 12 11 12 50 15 11 18 14 17 75 16 20 18 15 9 78 11 17 17 18 9 72 13 17 11 12 11 64 339

23.8% 47.6% 57.1% 52.4% 57.1% 47.6% 71.4% 52.4% 85.7% 66.7% 81.0% 71.4% 76.2% 95.2% 85.7% 71.4% 42.9% 74.3% 52.4% 81.0% 81.0% 85.7% 42.9% 68.6% 61.9% 81.0% 52.4% 57.1% 52.4% 61.0% 64.6%

総計
教室

稼働率

1
号
館

2
号
館

8
号
館

火曜日
計

水曜日 水曜日
計

木曜日 木曜日
計

金曜日号
館

教室
番号

収容
人員

月曜日 月曜日
計

金曜日
計

火曜日



平成28年度　建物別 教室稼働率
（1・2・8・10号館、A棟） 【後期】

１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限
総計

教室
稼働率

火曜日
計

水曜日 水曜日
計

木曜日 木曜日
計

金曜日号
館

教室
番号

収容
人員

月曜日 月曜日
計

金曜日
計

火曜日

1011 320 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 22 88.0%

1012 81 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 3 13 52.0%

1013 81 1 1 2 1 1 1 1 0 1 1 2 6 24.0%

1014 88 1 1 1 3 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 9 36.0%

1015 40 1 1 2 1 1 2 1 1 1 3 0 1 1 2 9 36.0%

1021 320 0 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 13 52.0%

1022 88 0 0 0 1 1 1 1 2 8.0%

1023 118 0 1 1 1 1 2 1 1 0 4 16.0%

1024 40 1 1 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 1 9 36.0%

1025 40 1 1 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 1 2 10 40.0%

1031 320 1 1 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 15 60.0%

1032 99 1 1 1 1 1 3 1 1 0 0 5 20.0%

1033 128 1 1 0 1 1 0 1 1 1 3 5 20.0%

1034 128 1 1 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 0 10 40.0%

計 1 4 6 6 2 19 3 5 7 7 6 28 7 12 8 7 3 37 5 3 6 5 4 23 6 6 6 2 5 25 132

7.1% 28.6% 42.9% 42.9% 14.3% 27.1% 21.4% 35.7% 50.0% 50.0% 42.9% 40.0% 50.0% 85.7% 57.1% 50.0% 21.4% 52.9% 35.7% 21.4% 42.9% 35.7% 28.6% 32.9% 42.9% 42.9% 42.9% 14.3% 35.7% 35.7% 37.7%

AB01 448 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 3 15 60.0%

AB02 283 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 2 1 1 1 1 4 21 84.0%

A101 200 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 20 80.0%

A201 448 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 22 88.0%

A202 200 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 2 15 60.0%

A203 283 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 17 68.0%

A401 448 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 2 10 40.0%

A402 270 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 2 1 1 1 3 17 68.0%

A403 283 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 2 11 44.0%

A601 72 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 20 80.0%

A602 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 23 92.0%

A603 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 24 96.0%

A604 28 1 1 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 2 0 9 36.0%

A605 56 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 22 88.0%

A606 56 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 3 21 84.0%

A607 56 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 23 92.0%

A608 48 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 19 76.0%

A609 72 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 18 72.0%

A610 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 22 88.0%

A611 56 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 23 92.0%

1
0
号
館

A
棟



平成28年度　建物別 教室稼働率
（1・2・8・10号館、A棟） 【後期】

１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限
総計

教室
稼働率

火曜日
計

水曜日 水曜日
計

木曜日 木曜日
計

金曜日号
館

教室
番号

収容
人員

月曜日 月曜日
計

金曜日
計

火曜日

A612 56 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 24 96.0%

A613 56 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 21 84.0%

A614 28 1 1 1 1 2 0 1 1 0 4 16.0%

A615 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 22 88.0%

A616 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 22 88.0%

A617 72 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 20 80.0%

A701 72 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 19 76.0%

A702 72 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 22 88.0%

A703 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 23 92.0%

A704 28 0 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 3 7 28.0%

A705 56 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 22 88.0%

A706 56 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 3 18 72.0%

A707 56 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 1 4 20 80.0%

A708 48 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 20 80.0%

A710 72 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 21 84.0%

A711 56 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 20 80.0%

A712 56 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 22 88.0%

A713 56 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 21 84.0%

A714 28 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 3 10 40.0%

A715 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 24 96.0%

A716 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 22 88.0%

A717 72 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 21 84.0%

A803 72 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 20 80.0%

A804 28 0 1 1 1 3 1 1 0 0 4 16.0%

A807 48 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 2 10 40.0%

A808 48 0 0 0 1 1 0 1 4.0%

A811 56 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 0 6 24.0%

A813 72 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 20 80.0%

A814 60 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 1 1 1 3 1 1 1 1 1 5 1 1 1 1 4 21 84.0%

計 33 41 34 36 27 171 35 38 43 43 38 197 33 42 43 34 8 160 35 41 40 42 19 177 39 37 42 37 19 174 879

67.3% 83.7% 69.4% 73.5% 55.1% 69.8% 71.4% 77.6% 87.8% 87.8% 77.6% 80.4% 67.3% 85.7% 87.8% 69.4% 16.3% 65.3% 71.4% 83.7% 81.6% 85.7% 38.8% 72.2% 79.6% 75.5% 85.7% 75.5% 38.8% 71.0% 71.8%

44 64 57 58 43 266 59 62 75 69 64 329 60 79 76 60 26 301 59 67 68 70 36 300 63 65 66 53 39 286 1,482

46.3% 67.4% 60.0% 61.1% 45.3% 56.0% 62.1% 65.3% 78.9% 72.6% 67.4% 69.3% 63.2% 83.2% 80.0% 63.2% 27.4% 63.4% 62.1% 70.5% 71.6% 73.7% 37.9% 63.2% 66.3% 68.4% 69.5% 55.8% 41.1% 60.2% 62.4%

※　　　　　　　　・・・各号館の教室使用可能数（「教室数 × 5時限（1時限～5時限） × 5日（月曜日～金曜日）」）に対する平成28年度教室使用数（実績）により、「教室稼働率」を算出。

A
棟

総計
(1・2・8・10号館、A棟)
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